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工業系大学の学部学生を対象とする技術経営講義に関する考察

○ 山口 佳和 (千葉工業大学)

1. はじめに

筆者は，工業系大学で学部学生を対象とする技術経営の講義を担当している。技術経

営は，近年その重要性が強く認識されてはいるものの，理論や方法論が確立されていると

は言い難い。研究が盛んに行われ急速に発展しつつあるとともに，新しい知識が次々と創

出されて見方が変わる変化の激しい分野である。また，技術経営と言っても人によってそ

の意味するところは多様であり，含まれうる分野，領域は膨大である。

このような状況の下で，第 1 の問題意識としては，工業系の学部学生を対象とする技術

経営講義では何を教えれば良いか，第 2 の問題意識として，重要なトピックスである科学

技術政策，産学連携はどのように扱うべきかを掲げる。

以下では，これらの問題意識に基づく考察について述べる。

2. 考察の背景

筆者の所属学科における技術経営とその関連科目をまとめたものを見る(図 1)。経営系、

生産・環境系、情報系の 3 分野に分散する専門科目が設定されている。技術経営と接する，

あるいは重なる内容を持つ関連科目が，3 分野それぞれに多く存在している。

生産・環境系にある生産管理，品質管理は伝統的に経営工学で取り扱ってきた科目であ

る。現在では，環境問題やリスクマネジメントも，生産・環境系の重要科目として取り上

げられている。情報化社会の進展と情報技術の経営への応用に伴い，情報系の科目が必要
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になっている。経営系でも，ナレッジマネジメント，知的財産，プロジェクトマネジメン

ト，ベンチャービジネスなどの新しい科目が取り上げられている。

以上を踏まえて，技術経営を様々な専門科目への入り口ととらえるとともに，企業経営

の立場から全体を概観することを重視する。個別の方法論や技法には深くは立ち入らず，

技術経営全体の体系的な把握を重視する。

一般に技術経営は｢技術を重視した経営｣とされているが，それではイメージしにくいこ

とから，本考察では｢市場や競争関係の変更をもたらす新技術の創出までをも視野に入れ

た，自社の強みとすべき技術の特定と，そのための研究開発およびその技術を活用した新

事業創出を，一体として行う企業経営｣と定義する。

技術経営は経営学との深い関わりがあり，従来型の企業経営との違いに注意しなければ

ならない。生産管理などの企業の個別分野，環境問題などの特定の社会問題，科学技術政

策などの国全体を扱う分野には踏み込まないこととする。ただし，科学技術政策と産学連

携は技術経営を取り巻く重要なトピックスとして取り扱う。

3. 技術経営講義の構成

技術経営概論講義の構成を見る(表 1)。筆者が実際に行った講義の構成に，JABEE 対応

となる｢期末テスト解説｣(第 15 週目)を加えるなどの若干の修正を加えたものである。技

術経営の主要課題として，イノベーション，技術戦略，マーケティング，研究開発マネジ

メント，研究開発組織，技術リスクマネジメント，ナレッジマネジメントの 7 項目を掲げ

ている。主要課題の後で，科学技術政策と産学連携について，企業経営の立場から見て説

明する。

実際に講義して強く感じたことは，個別の方法論や技法に深く立ち入ることは時間的に

も不可能であること，抽象的な理論の説明よりもマスコミに登場する企業名や商品名を挙

げた説明の方が良く理解されること，マスコミに登場しても抽象的な用語を使うとなかな

か理解されないことである。ただし，企業の立場から技術経営の様々な課題を見直すこと

は，学生には新鮮で興味を持たせやすいことが分かった。

表 1  技 術 経 営 概 論 講 義 の 構 成 (案 )

講 義 の ガ イダ ン ス 講 義 の 目 的 、内 容 、進 め 方 ［1］

技 術 経 営 の 主 要 課 題 技 術 経 営 の 背 景 とイノベ ー シ ョン ［2］

経 営 戦 略 と技 術 戦 略 ［3］［4］ ［5］

マ ー ケ テ ィン グ と技 術 経 営 ［6］

研 究 開 発 マ ネ ジ メン ト ［7］［8］

研 究 開 発 組 織 ［9］

技 術 リス クマ ネ ジ メン ト ［ 10］

ナ レ ッジ マ ネ ジ メン トと IT ［11］

技 術 経 営 を取 り巻 くトピ ッ クス 科 学 技 術 政 策 と技 術 経 営 ［12］

産 学 連 携 と技 術 経 営 ［13］

講 義 の ま とめ 期 末 テス ト ［14］

期 末 テス トの 解 説 ［15］
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4. 重要なトピックス

現代社会においては科学技術政策と産学連携は重要なトピックスであり，企業の技術経

営の立場から短い時間で説明するだけでは不十分である。イノベーション創出の基盤とな

る国や社会の重要な機能，メカニズムとして，科学技術政策，産学連携を説明するべきで

ある。このため，仮に科学技術政策論，産学連携論を講義するとしたらどうなるかを考察

する。

まず，科学技術政策論講義の構成(案)を掲げる(表 2)。科学技術政策の主要課題として，

必要性と位置付け，科学技術基本法と基本計画，政策の推進体制，学術・基礎科学，イノ

ベーション・競争力，環境・エネルギー問題，安全保障問題，社会との関わりの 8 項目を

掲げている。主要課題の前に背景として，歴史，国際比較の 2 項目を説明する。主要課題

の後に科学技術政策を取り巻くトピックスとして，企業経営，産学連携の 2 項目を説明す

る。

表 2  科学技術政策論講義の構成 (案 )

講義のガイダンス 講義の目的、内容、進め方［1］

科学技術政策の背景 日本の科学技術政策の歴史［2］
科学技術政策の国際比較［3］

科学技術政策の主要課題 科学技術政策の必要性と位置付け［4］
科学技術基本法と科学技術基本計画［5］
科学技術政策の推進体制［6］

学術・基礎科学と科学技術政策［7］
イノベーション・競争力と科学技術政策［8］

環境・エネルギー問題と科学技術政策［9］
安全保障問題と科学技術政策［10］
社会と科学技術政策との関わり［11］

科学技術政策を取り巻くトピックス 企業経営と科学技術政策［12］
産学連携と科学技術政策［13］

講義のまとめ 期末テスト［14］
期末テストの解説［15］

表 3  産学連携論講義の構成 (案 )

講義のガイダンス 講義の目標、内容、進め方［1］

社会現象としての産学連携 産学連携の背景と歴史［2］
産学連携の国際比較［3］

産学連携の主要課題 産学連携のための体制整備、リエゾン活動［4］
組織間のアライアンス［5］
産学連携プロジェクトの創出、実施､評価［6］

地域連携［7］
産学連携の国際展開［8］

知的財産［9］
人材育成［10］
産学連携論の理論化・体系化［11］

産学連携を取り巻くトピックス 企業経営と産学連携［12］
科学技術政策と産学連携［13］

講義のまとめ 期末テスト［14］
期末テストの解説［15］
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次に，産学連携論講義の構成(案)を掲げる(表 3)。 産学連携の主要課題として，体制

整備・リエゾン活動，組織間アライアンス，産学連携プロジェクトの創出・実施・評価，

地域連携，国際展開，知的財産，産学連携論の理論化・体系化の 8 項目を掲げている。主

要課題の前に産学連携を社会現象ととらえて，背景と歴史，国際比較の 2 項目を説明する。

主要課題の後に産学連携を取り巻くトピックスとして，企業経営，科学技術政策の 2 項目

を説明する。

ただし，科学技術政策論講義と産学連携論講義は，筆者の所属学科においては，学部学

生向けの基礎的な講義というよりも，応用的な講義として，あるいは大学院での講義とし

て検討されるべきであろう。

5. まとめ

工業系大学の学部学生を対象とする技術経営講義では，企業経営の立場から全体を概観

し体系的に把握することを重視した講義を行い，一定の手応えを感じることができた。ま

た，技術経営を企業経営の立場から説明するだけでなく，国や社会全体の立場から科学技

術政策，産学連携についてのまとまった講義が必要である。

今後は，技術経営論講義の基となる理論や知識体系をさらに整理するとともに，できる

限り具体例を用いて分かりやすくかつ思考力を高められる講義とすることを検討していく

必要がある。
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